
【通年採用】飯能市職員採用試験募集要項

※令和８年度に実施した採用試験に応募した方は、今回の採用試験を受験することができません。
※次の場合は、短大卒の扱いとなりますので注意してください。

ア 大学中退の場合は、２年以上在学して６２単位以上修得した人
イ 専修学校の場合は、年間８００時間以上の授業時間数で修業年限２年以上の専門課程を卒業又

は卒業見込みの人

ウ 各種学校の場合は、高校３年卒業を入学資格とし、２年以上の修業年限の課程を卒業又は卒業

見込みの人

※日本国籍を有しない人の受験資格は、出入国管理及び難民認定法による永住者及び日本国との平

和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法による特別永住者のいず

れかに該当する人とします。

※地方公務員法第１６条の規定に該当する人は受験できません。（以下は、その一部です。）

・拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人

・飯能市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人

・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること

を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

※こども性暴力防止法に基づき、特定性犯罪前科がないことを採用の条件とします。

※採用日までに各資格を取得できない場合は、採用される資格を失うことがあります。

募集職種 募集
人数 仕事のイメージ 受験資格

技術職
（土木） ２人

市道や橋りょう、上下水道などの
設計、工事監督、維持管理などを
担当し、まちづくりの現場におい
て中心的な役割を担います。

平成３年４月２日以降に生まれた人で、次のいず
れかの要件に合致する人
①学校教育法に基づく高等学校または大学等にお
いて土木に関する課程を修了、又は令和９年３月
までに修了見込みの人
②１級又は２級土木施工管理技術検定に合格して
いる人
③民間企業等において職務経験（土木関係の設
計・施工管理等）が、申込時点で3年以上ある人

技術職
（建築） ２人

施設の設計から完成までに関わる
ほか、既存施設の修繕・耐震化及
び建築確認事務などを担当し、ま
ちづくりの現場において中心的な
役割を担います。

平成３年４月２日以降に生まれた人で、次のいず
れかの要件に合致する人
①学校教育法に基づく高等学校又は大学等におい
て建築に関する課程を修了、又は令和９年３月ま
でに修了見込みの人
②一級又は二級建築士免許を有する人、もしくは
一級又は二級建築士試験の受験資格を有する人

技術職
（電気） １人

クリーンセンター、浄水場、浄化
センターなどの電気設備の維持管
理などを担当し、中心的な役割を
担います。

平成３年４月２日以降に生まれた人で、次のいず
れかの要件に合致する人
①電気主任技術者の資格を有する人又は第一種電
気工事士の資格を有する人
②４年制大学の電気専門の学部学科を令和９年３
月までに卒業見込みの人又は卒業した人

募集人数・受験資格等について



【電子申請について】

・申請する際は入力漏れや誤りがないようご注意ください。

・詳細については市ホームページをご覧ください。

次の書類は、第二次試験個人面接時に提出してください。

提出された書類は、一切お返ししませんのであらかじめご了承ください。

＜第二次試験時の提出書類＞

① 電子申請に入力した資格を証明するものの写し

例）普通自動車運転免許証の写し、一級建築士 等

② 最終学歴に係る卒業証明書又は卒業見込証明書の原本（又は卒業証書の写し）

③ 最終学歴に係る成績証明書の原本

※証明書は６か月以内に発行されたものを提出してください。

※健康診断の結果、勤務に支障がない場合は「採用候補者名簿」に登載されます。

電子申請 受付期間 令和９年１月１２日（火）午後５時 まで

【第一次試験】

電子申請 令和９年１月１２日（火）午後５時 まで

SPI３検査

（WEBテスティング）

電子申請の申込み確認後に詳細をご案内します。

※期間中に受験者の自宅などのパソコンで受験

合格発表 1週間を目安に通知します。

【第二次試験】

個人面接 随時（第一次試験の合格発表後に調整します。）

合格発表 1週間を目安に通知します。

【第三次試験】

（最終試験）

個人面接 随時（第二次試験の合格発表後に調整します。）

合格発表 1週間を目安に通知します。

採用日については、最終合格者と相談の上で決定します。

申込み方法について

第一次試験から採用までの流れについて



（１） 勤務時間及び休暇等

勤務時間

午前8時30分～午後5時15分（途中休憩時間を含む、1日7時間45分）

※職種や勤務場所によって異なる場合があります。

休日等

土曜日、日曜日及び祝日並びに年末年始（12月29日～翌年1月3日）

※職種や勤務場所によって異なる場合があります。

休暇等

年次有給休暇は年20日（初年度は採用月により異なります）あり、残日数は付与日数を限

度に繰り越すことができます。この他に、病気休暇、8日間の夏季休暇・結婚・出産・忌引

などの特別休暇や育児休業、介護休暇等があります。

（２） 採用後の昇任の例

技師補 → 技師 → 主任 →（昇任試験）→ 主査 →（昇任試験）→ 管理職

※実務経験の内容、年数によっては、技師として採用となる場合があります。

（３） 給与等（令和８年４月１日現在）

初任給

※上記金額には、地域手当を含みます。

※実務経験がある人については、本市所定の基準により上記金額に加算されます。

大学卒業後、５年間民間企業で正社員として働いていた人の場合の一例

⇒２６６，９０８円

※他に時間外勤務手当、期末・勤勉手当等が要件に応じて支給されます。

＜手当の一例＞

（４） 福利・厚生制度

① 埼玉県市町村職員共済組合による保健給付、年金給付等の制度、人間ドック助成、映画・

宿泊・レクリエーション施設利用の助成等の給付事業、貸付事業、貯金事業など福利厚生

事業があります。

② 埼玉県市町村総合事務組合による退職金制度があります。その他、市が実施する福利・厚

生事業があります。

（５） 互助会部活動

年齢や所属の枠を超えて、職員同士の交流の場となっています。

硬式テニス部、サッカー部、野球部、バレーボール部、陸上部、囃子保存会などがあります。

大学新卒 短大新卒 高校新卒

２５１，８５６円 ２３９，１３６円 ２２５，８８６円

住居手当 家賃に応じた額 最高２８，０００円(借家のみ)

通勤手当
交通機関利用者：運賃相当額

車 等 利 用 者：距離に応じた定額（２km未満支給なし）

採用後の勤務条件・待遇等について



（６） 仕事と子育ての両立支援制度

令和７年度中に実際に取得された休暇等について、一部を紹介します。

飯能市には様々な両立支援制度があり、また、多くの職員が男女問わず実際に制度を利用して活

躍しています！！

妊娠、出産のために

妊婦健診のための休暇
妊産婦である職員が、健康診査や保健

指導を受けるための休暇

産前・産後休暇
産前６週間前から産後８週間を経過す

る日までの休暇

配偶者出産休暇
妻の出産に伴う入退院の付添い等を行

うための休暇

育児のために

育児参加のための休暇

妻の出産予定日の６週間前の日から出

産の日以後１年を経過する日までに、

未就学児を養育するための休暇

育児休業 ３歳未満の子を養育するための休業

部分休業
未就学児を養育するため、１日２時間

まで勤務しないこと

子の看護休暇
小学校 6年生までの子を看護するため

の休暇

◎お問合せ先

357-8501 埼玉県飯能市大字双柳１番地の１

飯能市役所 総務部職員課 人事・研修担当

T E L ０４２（９７３）２１１１ （内線３３１）

ＭＡＩＬ syokuin@city.hanno.lg.jp


